
2021年春闘「要求アンケート」特別項目（案） 

 

設問１ 緊急事態宣言期間及び終了後も含めてどのような措置が行われましたか（３つまで回答可） 

 1. 休業  2. 労働時間の一部休業  3. 所定労働時間短縮  4．シフト削減 

 5．在宅ワーク・テレワーク  6．シフト勤務  7. 時差出勤 

 8．有給休暇の強制取得  9．特別休暇   10．人員整理  11．特になし 

    12．その他（           ） 

 

設問２ 緊急事態宣言の期間及び期間終了後を含め、どの程度「休業」などが行われましたか 

 1. 31日以上の休業 2. 15～30日の休業  3．1～14日の休業 

 4. その他（           ） 

 

設問３ 「休業」などとなった期間について賃金は支払われましたか 

 1. 全額支払われた 

 2. 休業・削減・時間短縮部分は 8割以上補償された 

 3. 休業・削減・時間短縮部分が 6割しか補償されなかった 

 4. 休業・削減・時間短縮部分が補償されなかった 

 5. その他（           ） 

 

設問４ 休業などの期間についての賃金が支払われなかったことについて確認されましたか 

 1．請求したが支給できないといわれた 

 2．請求したが対象ではないといわれた 

 3．確認していない      4．その他（              ） 

 

設問５ 在宅ワーク、テレワークなどにおける労働時間は、どのように管理されましたか 

 1.  インターネット上でのタイムカード管理 

 2.  Line・メール・チャットなどによる勤務開始・終了連絡 

 3． システムによるログオン・ログオフ 

 4． WEBカメラによる常時監視 

 5． 本人申告  6.時間管理されていない  7．その他（            ） 

 

設問６ 今後見直すべき職場環境などにはどのようなものがありますか（３つまで回答） 

 1．休業補償の 10割支給の義務化  2．雇用調整助成金の制度拡充 

 3．感染拡大防止のための職場環境整備  4．マスクなど衛生資材の備蓄 

 5．通勤の混雑緩和  6． テレワークの拡大  7．労働時間の短縮 

 8．テレワークにおける長時間労働防止策  9．職場の執務・作業スペース拡大 

 10．リモート会議の拡大  11．テレワークにおける費用負担 

 12．ＰＣＲ検査の拡充  13．その他（            ） 

以上 



ＶＯＩＣＥ！ 
雇用と賃金を守るため 

あなたの声を聞かせてください 
今、コロナ禍を理由とした労働条件の改悪や低すぎる休業手当に絶望し、退職を決意する

労働者が後を絶たない状況があります。休業補償が支払われない。あるいは、法定上最低の 6

割支給しかされず、生活に困窮するケースがあることが報告されています。解雇・雇止め、

派遣契約打ち切り阻止は当然のこと、不本意な労働条件や退職を強いられる労働者はひとり

として出さない職場づくりと団結強化が必要と考えています。 

そのために、あなたの声を聞かせてください。いっしょに解決していきましょう。 

 

 

◆雇用形態 ☞ 正規雇用・非正規雇用 ◆職業・職種 ☞（             ） 

 

 

あなたの雇用、休業補償、賃金、一時金などについて今の気持ちを聞かせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ プライバシー配慮のうえ、加盟上部団体（産別・地方組織）経由で、全労連・春闘共闘で集約

します。全労連・国民春闘共闘委員会では、その資料を、対政府交渉や国会行動において、要求実

現のために活用します。 

全国労働組合総連合・国民春闘共闘 

自由記載 


